




(研究対象と方法)　T4 欠損程度の大きいクレチン症(血中 T4-I 値　1.0μg/dl

以下)の 9 例(生後 6 ヵ月～17 才)につき L-T4 を 25～50μg ずつ段階的に増減

して投与し、各量につき 2～4 ヵ月後 TRH 試験を施行、TSH が正常または軽度

抑制を示す L-T4 量を至適投与量とした。観察期間は 2年である。


